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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の減速による景気の下振れリスクがあるものの、

企業業績や雇用・所得環境の改善が見られ、緩やかな回復基調が持続しております。道内の経済においても、公共

投資の減少はありますが、観光や民間設備投資などの改善を背景に緩やかに回復しております。 

このような経営環境の中、当社グループは、地域に密着した営業活動を積極的に展開するとともに、収支改善や

経営体質の強化などに取り組んでまいりました。 

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は16,789百万円（対前年同期比2.9％減）、営業利益は450百万円

（同165.1％増）、経常利益は535百万円（同118.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は335百万円（同

232.8％増）となりました。

事業別の業績は、次のとおりであります。 

 

① 旅客自動車運送事業

乗合運送事業は、札幌市を発着とする都市間高速バスでは、利用者増加に向けての運行便数の増回など利便性の

向上を図るとともに、小樽市内線では、観光客が多く集まる運河周辺から小樽天狗山ロープウエイや小樽水族館へ

のアクセスの向上を図るなど、増収に向けた施策を積極的に実施しました。これらのほか、前期の消費増税に伴う

乗車券駆け込み購入の反動減からの回復、定期観光バスにおける外国人利用客の増加もあり、増収となりました。 

貸切運送事業は、新運賃・料金制度の適用により一車当たりの稼働額は上昇しましたが、長期契約の解約などに

より減収となりました。 

この結果、売上高は10,363百万円（対前年同期比0.3％増）、燃料油脂費の減少もあり営業利益は440百万円（同

126.0％増）となりました。 

なお、貸切運送事業は、通常の営業形態として夏期が繁忙期であるため、第１四半期及び第２四半期の売上高が

他の四半期に比べて高くなる季節的変動があります。 

 

② 建設業

道内における公共工事の発注額が年々減少している中、民間工事の受注に努めたことにより受注高は増加しま

したが、完成工事高は減少しました。 

この結果、売上高は4,065百万円（対前年同期比10.1％減）、工事原価の減少により営業利益は38百万円（前年

同期は86百万円の営業損失）となりました。 

 

③ 清掃業・警備業

清掃業・警備業は、新規契約の獲得などにより増収となりました。 

この結果、売上高は1,427百万円（対前年同期比6.9％増）、営業利益は77百万円（同39.6％増）となりました。 

 

④ 不動産事業 

不動産事業は、仲介収入が減少しましたが、新規の賃貸契約が寄与し、前年同期並みの売上高を確保しました。 

この結果、売上高は428百万円（対前年同期比0.2％増）、営業利益は177百万円（同7.6％増）となりました。 

 

⑤ 観光事業 

ニセコアンヌプリ国際スキー場は、春スキー客や夏期のゴンドラ利用客が増加しました。小樽天狗山スキー場

は、団体客向けのロープウエイ料金の見直しを実施しました。ホテルニセコいこいの村は、国内外の新規個人客の

獲得を図るため一時休業し大型改修を行い、平成27年６月にニセコ温泉郷「いこいの湯宿いろは」としてリニュー

アルオープンしました。 

この結果、売上高は232百万円（対前年同期比10.6％増）、修繕費の増加などにより293百万円の営業損失（前年

同期は158百万円の営業損失）となりました。 

なお、当セグメントは、スキー場の営業が冬期間中心であるため、第４四半期の売上高が他の四半期に比べて高

くなる季節的変動があります。 

 

⑥ その他の事業 

介護福祉事業は、複合型サービスの利用者が増加しました。自動車教習所は、新たに適性診断業務を開始したこ

とが増収に寄与しました。旅行業は、地域に特化した企画商品が好調だったこともあり、前年同期並みの売上高を

確保しました。 

この結果、売上高は1,853百万円（対前年同期比1.8％増）、営業利益は16百万円（前年同期は６百万円の営業損

失）となりました。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,762,413 5,084,398 

受取手形及び売掛金 4,028,908 3,442,508 

有価証券 2,299,857 2,349,860 

原材料及び貯蔵品 153,777 134,502 

未成工事支出金 113,523 813,369 

その他 400,873 408,411 

貸倒引当金 △1,313 △570 

流動資産合計 11,758,040 12,232,479 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 19,427,823 19,547,151 

減価償却累計額 △14,739,514 △14,884,152 

建物及び構築物（純額） 4,688,309 4,662,999 

車両運搬具 25,175,452 24,318,237 

減価償却累計額 △20,520,322 △20,211,836 

車両運搬具（純額） 4,655,129 4,106,400 

土地 10,701,805 10,691,092 

その他 4,200,911 4,402,885 

減価償却累計額 △3,658,588 △3,679,234 

その他（純額） 542,322 723,650 

有形固定資産合計 20,587,567 20,184,143 

無形固定資産 173,580 164,759 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,028,701 5,031,012 

その他 457,348 447,405 

貸倒引当金 △26,535 △25,015 

投資その他の資産合計 5,459,514 5,453,402 

固定資産合計 26,220,662 25,802,304 

資産合計 37,978,703 38,034,784 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,209,451 2,397,256 

未払法人税等 127,552 302,324 

賞与引当金 185,206 275,964 

その他の引当金 59,683 3,387 

その他 3,467,030 2,927,290 

流動負債合計 6,048,925 5,906,222 

固定負債    

退職給付に係る負債 2,960,970 2,936,568 

役員退職慰労引当金 295,136 284,732 

その他 835,994 863,953 

固定負債合計 4,092,101 4,085,254 

負債合計 10,141,026 9,991,477 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,100,000 2,100,000 

資本剰余金 751,101 751,101 

利益剰余金 25,264,031 25,453,804 

自己株式 △1,184,261 △1,206,526 

株主資本合計 26,930,870 27,098,379 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,092,395 1,119,540 

退職給付に係る調整累計額 △373,825 △353,900 

その他の包括利益累計額合計 718,569 765,639 

非支配株主持分 188,236 179,288 

純資産合計 27,837,676 28,043,307 

負債純資産合計 37,978,703 38,034,784 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 17,298,627 16,789,751 

売上原価 15,978,143 15,098,954 

売上総利益 1,320,483 1,690,797 

販売費及び一般管理費 1,150,479 1,240,158 

営業利益 170,004 450,638 

営業外収益    

受取配当金 32,502 36,407 

持分法による投資利益 15,067 15,408 

その他 27,760 33,570 

営業外収益合計 75,329 85,385 

営業外費用    

支払手数料 － 424 

自己株式取得費用 － 133 

その他 60 36 

営業外費用合計 60 594 

経常利益 245,273 535,430 

特別利益    

固定資産売却益 6,937 8,763 

投資有価証券売却益 － 21,158 

その他 2,446 210 

特別利益合計 9,383 30,131 

特別損失    

固定資産除売却損 32,832 16,998 

減損損失 5,215 10,713 

その他 2,446 3 

特別損失合計 40,494 27,715 

税金等調整前四半期純利益 214,163 537,846 

法人税、住民税及び事業税 198,544 313,588 

法人税等調整額 △79,309 △102,422 

法人税等合計 119,235 211,165 

四半期純利益 94,928 326,681 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5,771 △8,448 

親会社株主に帰属する四半期純利益 100,699 335,130 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 94,928 326,681 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 93,999 26,947 

退職給付に係る調整額 25,535 19,925 

持分法適用会社に対する持分相当額 △18 196 

その他の包括利益合計 119,516 47,070 

四半期包括利益 214,444 373,752 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 220,215 382,200 

非支配株主に係る四半期包括利益 △5,771 △8,448 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注２） 

 
旅客自動車
運送事業 建設業 

清掃業・ 
警備業 不動産事業 観光事業 

その他の 
事業 合計 

売上高                  

外部顧客に対する 
売上高 

10,314,648 3,761,142 927,590 275,542 225,409 1,285,419 16,789,751 － 16,789,751 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 49,030 303,904 500,130 152,520 7,509 567,656 1,580,753 △1,580,753 － 

計 10,363,678 4,065,046 1,427,720 428,063 232,918 1,853,076 18,370,505 △1,580,753 16,789,751 

セグメント利益又は 
セグメント損失(△) 

440,726 38,396 77,564 177,126 △293,880 16,113 456,047 △5,408 450,638 

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しておりま

す。
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